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東に富山湾を隔てた霊峰立山を仰ぐ氷見市は、古くから海の幸、山の幸に恵まれ、

人々の生活の場として、数多くの文化遺産を生み育んできました。郷土に残る文化財

は先祖より受け継がれてきたものであり、私たちはあらためてその歴史的、文化的価

値を再認識しながら、末永く子孫に引き継いでゆかねばなりません。

このたび発掘調査の対象となった鞍川地区は、地名の由来に木曾義仲にまつわる伝

承が残り、室町・戦国時代の国人土豪、鞍河氏の本拠地と伝えられる地でもあります。

また、周辺には縄文時代から中世にかけての遺跡が集中し、古くから上庄川下流域の

平野部が人々に利用されてきたことを教えてくれます。

さて、この鞍川地区は、能越自動車道氷見ICのアクセス道路が地区内を横断し、

また今年度には新たな金沢医科大学氷見市民病院が開業したことで、今後も開発が進

められていくことが予想されます。そうした状況のなかにあって、教育委員会として

は遺跡の保護と開発との調整に、より一層尽力していく必要があろうかと思います。

今回、鞍川E遺跡を対象として実施した発掘調査では、弥生時代終わりごろの土器

がまとまって確認されたほか、古代の瓦塔破片が出土するなど、興味深い調査成果を

残すことができました。これら調査の成果を、鞍川地区、ひいては氷見地域の歴史に

思いを馳せる手がかりとしていただければ幸いです。

おわりに、今回の発掘調査にあたってご支援、ご尽力をいただいた方々に、この場

をお借りして厚くお礼申し上げます。

平成24年3月

氷見市教育委員会

教育長　前辻　秋男
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1本書は、平成23年度に実施した富山県氷見市鞍川地内に所在する鞍川E遺跡の発掘調査報告書である。

2　調査は、市道鞍川霊峰線バイパス整備事業に先立ち、氷見市建設農林部建設課の依頼を受けて、氷見市教育委員会が

実施した。

3　発掘調査は、氷見市教育委員会が主体となり、株式会社エイ・テックが担当した。

4　調査面積は840Idである。

5　調査期間は、平成23年10月31日より平成23年12月22日（実働31日）である。

6　調査事務局は、氷見市教育委員会生涯学習課に置き、課長補佐荒井市郎、副主幹大野　究、主任学芸員廣瀬直樹が調

査事務を担当し、課長薮田栄治が統括した。

7　発掘調査担当者は次のとおりである。

監　督　員　　　氷見市教育委員会　生涯学習課　廣瀬直樹

管理技術者　　　株式会社エイ・テック　岡田一広

現場代理人　　　株式会社エイ・テック　吉田有里

調　査　員　　　株式会社エイ・テック　吉田　寿

8　整理作業は、遺物洗浄・注記等基礎的な作業は調査と並行して実施し、遺構図面作成、遺物実測、幸臣告書作成・編集

は調査終了後、平成24年3月まで実施した。

9　本書の執筆は、第1章・第2章第1節を廣瀬が、その他を吉田有里が担当し、編集は岡田・吉田有里が行った。

10　自然科学分析は、貝・骨類の分析を株式会社パレオ・ラボ、南部久男氏・布村　昇氏（富山市科学博物館）の鑑定の

もと、吉田有里が文章を作成した。

11出土遺物と調査に関わる資料は、氷見市教育委員会生涯学習課が保管している。

12　遺跡の略号は「KRKE－2011」とした。

13　土層の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色貼』に準じている。

14　遺物の施粕陶磁器の粕のかかる範囲は一点破線で表した。土器の赤彩が施してある範囲および石製品の磨り面は以下

のスクリーントーンで示した。

土器［：＝二つ赤彩 石製晶⊂＝コ磨面

15　調査参加者は次のとおりである。

発掘作業員：粟屋弘信・上野恵美子・上野節子・蒲田みき子・上　俊男・河上外之・菊地繁則・清水不二雄・

下野孝雄・瀬戸国男・高木行男・中川一美・中村亮昭・中村三郎・濱手克友・林　啓三・林　正雄・

藤井久征・前田美智子・水上　操・水口敏行・宮本種子・向　修誠・森川昌一・森　博明・

屋敷幸子・山下　巽・山貫　弘　　　　　　　　　　　（以上、氷見市シルバー人材センター）

発掘補助員：坂田智恵・松本真由美　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、株式会社エイ・テック）

整理作業員：上田恵子・坂田智恵・前馬みゆき・松本真由美・三島幸代・南　真弓・渡辺悦子

（以上、株式会社エイ・テック）

16　調査・本書作成にあたり、下記の方々・機関から多大なご教示・ご協力を得た。記して感謝申し上げる。

高橋浩二・南部久男・西井龍儀・布村　昇・氷見市建設農林部建設課・氷見市シルバー人材センター

（敬称略・五十音順）



第1章：遺跡の環境

第1節：地理的環境

第2節：遺跡の歴史的環境

第2章：調査の概要

第1節：調査に至る経緯

第2節：調査の経過

第3章：調査の成果

第1節：基本層序

第2節：遺構

第3節：遺物

第4章：自然科学分析

第5章：まとめ

引用・参考文献

報告書抄録・奥付

第1表　周辺遺跡対応表

第2表　貝骨類同定結果

第3表　遺物観察表（1）

第4表　遺物観察表（2）

第1図　周辺の遺跡

第2図　鞍川地区の既往調査位置図

表　目　次

図　目　次

第3図　鞍川E遺跡　調査区位置・グリッド配置図

第4図　基本層序模式図

第5図　瓦塔復元案および類例

第6図　トチムキ石類例

第7図　調査区全体図

第8図　遺構配置図

第9図　調査区壁面土層断面図（1）

第10図　調査区壁面土層断面図（2）・SDOl土層断面図

第11図　遺構実測図（1）

第12図　遺構実測図（2）

第13図　遺構実測図（3）

第14図　遺物実測図（1）

第15図　遺物実測図（2）

第16図　遺物実測図（3）

第17図　遺物実測図（4）

第18図　遺物実測図（5）

第19図　遺物実測図（6）

l
 
l
　
1
　
4
　
4
　
4
　
6
　
6
　
6
　
8
　
n
　
1
3
　
1
5

2
　
n
　
1
6
　
1
7

2　3　5　6　13　14　18　19　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31



写　真　図　版　目　次

図版1　鞍川E遺跡出土の動物遺体

図版2　遺跡周辺空中写真（1947米軍撮影）

図版3　遺跡周辺空中写真（1963国土地理院撮影）

図版4　1．調査区遠景（東から）

2．調査区全景（垂直）

図版5　1．調査区北東部全景（垂直）

2．調査区遺構検出状況（北から）

図版6　1．調査区北側土層断面（西から）

2．調査区南側土層断面（西から）

3．SDOl土層断面b（南から）

4．SDOl土層断面d（南から）

5．SDOl遺物出土状況（1）（北東から）

6．SDOl遺物出土状況（2）（南東から）

7．SDO2土層断面b（南から）

8．SDO3・SDO4完掘状況（北から）

図版7　1．SDO3土層断面b（東から）

2．SDO4a・SP67土層断面（北から）

3．SKOl土層断面（南西から）

4．SKOl完掘状況（南から）

5．SKO2土層断面（南から）

6．SKO2完掘状況（南から）

7．SKO3土層断面（西から）

8．SKO3完掘状況（南から）

図版8　1．SKO4土層断面（南から）

2．SKO6完掘状況（東から）

3．SXOl土層断面・完掘状況（東から）

4．SP20土層断面（西から）

5．包含層遺物出土状況（1）（北西から）

6．包含層遺物出土状況（2）（東から）

7．作業風景

8．作業風景

図版9　遣物写真（1）

図版10　遺物写真（2）

図版11遺物写真（3）

図版12　遺物写真（4）

図版13　遺物写真（5）



第1章　遺跡の環境

第1節　地理的環境

氷見市は、富山県の西北部に位置し、能登半島の基部東側にあたる。昭和27年の市制施行から昭和29

年までに旧太田村を除く氷見郡1町17村が合併し、現在の氷見市が成立した。面積は約230短宝、人口は

約5万4千人である。市城は、北・西・南の三方が標高300－500mの丘陵に取り囲まれ、東側約20kmの

海岸線をもって富山湾に画している。

鞍川E遺跡が所在する鞍川地区は、氷見市のほぼ中央を流れる上庄川下流南岸に位置する。河畔に平

野が開け、背後には丘陵山地が連なる。上庄川は、氷見市南西端の大釜山（501．7m）に発し、約22km

で富山湾に注ぐ河川であり、氷見市では長さ・流域面積ともに最大である。

鞍川地区の北側に当たる上庄川下流左岸の加納地区の平野には、弥生時代から古代にかけて加納潟

（仮称）という潟湖が所在したと推定される。加納潟は南北約1km、東西約0．5kmと推定され、さらに

北側の余川川下流域に広がる可能性がある（氷見市1998・2000）。

鞍川E遺跡は、上庄川下流右岸の平野南端、標高約7mに立地し、背後には丘陵が迫る。平成21年度

に氷見市教育委員会が実施した分布調査で発見された遺跡である。鞍川では昭和30年代に土地改良が実

施され、整然とした水田が広がっている。調査対象地の北側には、能越自動車道氷見ICのアクセス道

路として整備された一般国道415号（通称鞍川バイパス）が通る。また西側は、平成23年度に開業した

金沢医科大学氷見市民病院の敷地となる。

第2節　遺跡の歴史的環境

上庄川流域の縄文時代の遺跡は上流丘陵部と下流域に散在している。下流域の縄文遺跡として縄文後

期の鞍川寺田遺跡がある。有磯高校グランド造成工事で縄文土器が出土したというが詳細は不明である。

上庄川流域は弥生時代に入って積極的な土地利用が行われていったと考えられる。弥生時代中期の遺

跡として鞍川中B遺跡がある。鞍川中B遺跡は加納潟に流れ込む流路のほとりの低地に営まれた遺跡と

考えられる。弥生時代後期の遺跡として鞍川金谷遺跡が、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺

跡として鞍川横羽毛遺跡、糠塚南遺跡、沖布A遺跡がある。いずれも加納潟を囲む丘陵縁辺部から微高

地に営まれた遺跡である。また弥生時代終末期には、朝日山丘陵上に朝日大山遺跡が営まれた。

古墳時代には、上庄川流域から加納潟周辺にかけての丘陵上に多くの古墳が築かれた。その数は、上

庄川流域で31群183基、加納潟周辺で6群71基となり、氷見市内で最も古墳が集中する地域である。こ

れは、この地域が氷見市内で最も広く安定した平野が開け農業生産に適していたこと、臼ケ峰越えのル

ートをはじめとする能登と結ぶ街道がこの谷を通っていたことなどが要因と推測される。だが鞍川南方

の丘陵上を見ると、丘陵の反対側の布勢湖（現在の十二町潟）に面した朝日山周辺には古墳群が立地す

るものの、加納潟に画する鞍川側では古墳の存在は確認されていない。

古代・中世においても上庄川中下流域には遺跡が広く分布している。中世には上庄川流域から十二町

潟周辺を範囲とする阿努荘という荘園があり、上庄川の水運、能登を結ぶ陸運などの要素を背景として

古墳時代に引き続いて積極的な開発が行われていたと考えられる。鞍川D遺跡では13世紀代の集落が、

鞍川中B遺跡では中世から近世の溜池状遺構が見つかっている。なお、室町・戦国時代には、国人土豪

鞍河氏が現在の鞍川周辺を本貫地としていたとされる。

－1－
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第1図　周辺の遺跡（S 1／25，000）

N 遺跡名 、血跡番号 種別 時代 No．遺跡名 追跡番号 種別 時代

8

1

退

鞍川 E遺跡
1邑

394
散布地 不明 42 大野南遺跡 255 散布地 古代・中世

縄文・古代
2 羊副IID 遺跡 250 集落 古代 ・中世 43 大野沢遺跡 211 散布地

3 鞍川中B遺跡 354 その他 弥生中期・中世・近世 44 千久里城跡 50 城館

その他

中世

4 鞍川中A遺跡 308 その他 中世 ・近世 45 竹里山岩屋堂 142 中世

5 鞍川寺田遺跡 97 散布地 縄文後期 46 上田古墳群 330 古墳

散布地

散布地

散布地

古墳

古代

古代

6 鞍川日中世墓 139 尊 中世 47 大野中道跡 371

7 鞍川諏訪社追跡 190 散布地 中世 48 七分一堂口追跡 372

8 鞍川A中世墓 138 墓 中世 49 七軒町遺跡 163 構文後期

9 鞍川C遺跡 224 散布地 中世 50 朝日山城跡 219 城解

散布地

中世

弥生終末期 ・中世・近世10 鞍川金谷遺跡 52 散布地 弥生後期 51 朝日大山追跡 361

11 K B－2遺跡 （仮称） 309 散布地 古代 52 蓮乗寺中世墓群 133 墓 中世

12 K B－3 遺跡 （仮称） 310 散布地 古代 53 上目寺中世墓群 53 墓 中世

13 大野江渕遺跡 317 集落 中世 54 朝日寺山古墳群 292 古墳 古墳

14 神明北遺跡 368 集落 中世 55 朝日谷内横穴 140 横穴墓 古墳

古墳 （6世紀前半）15 沖布A遺跡 51 散布地 弥生～古代 56 朝日長山古墳 55 古墳

散布地16 沖布B遺跡 92 散布地 古代 57 朝日水源地追跡 54 縄文中～晩期

17 沖布C遺跡 252 散布地 古代・中世 58 朝日橋詰遺跡 210 散布地

散布地

散布地

その他 （埋納銭）

貝塚 ・集落

中世

18 鞍川横羽毛遺跡 251 散布地 弥生後～古墳前 59 御座町追跡 145 中世

縄文～古代19 横塚南遺跡 253 散布地 弥生後 ・古墳前・古代・中世 60 岩上遺跡 57

20 中尾新保谷内遺跡 49 集落 古墳・古代・中世 61 朝日十字路遺跡 85 中世

縄文前～晩期・弥生～古代21 臭中尾廃寺跡 39 社寺 平安 62 朝日貝塚 56

2 尾　 ‾　 墳群 ・中世墓 344 古墳・墓

古墳

墳 ・ 63 日満山苗場 134 墳 墳

2

23

戸

中尾神子谷内古墳
345 古墳 64 諏訪野A遺跡 107 散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

古代

古代・中世

古代

古代・中世

古代

古代

24 中尾茅戸遺跡 316 集落 古墳 ・古代・中世 ． 65 諏訪野B 遺跡 108

25 中尾横穴群 48 横穴墓 古墳 66 加納桜打遺跡 194

26 中尾ガメ山遺跡 120 その他 （埋納銭） 中世 67 加納金宮遺跡 109

27 中尾山田追跡 187 散布地 古代 68 稲積三ッ前追跡 28

28 荒餞A 遺跡 62 城館伝承他 不明 69 稲積三屋野遺跡 59

29 十二町ガメ山古墳群 246 古墳 古墳 70 加納中程古墳群・加納城跡 327 古墳・城館 古墳・中世

30 十二町津野遺跡 242 散布地 古代 71 加納中程握塚 31 経塚

散布地

中世

縄文・古代・中世・近世31 泉横山遺跡 257 散布地 古代 72 加納谷内遺跡 373

32 領毛A 遺跡 40 散布地 縄文一古墳 73 柿脊土谷山古墳群 216 古墳 古墳

古代 ・中世

弥生後・古墳・中世

古代 ・中世

33 領毛 B遺跡 41 散布地 古墳 74 七分一古大門遺跡 395 散布地

散布地

散布地

34 泉古墳群 42 古墳 古墳 75 七分一遺跡 101

35 泉往易古墳群 329 古墳 古墳 76 七分－B遺跡 259

36 泉A 遺跡 188 散布地 縄文～古代 77 七分一古墳・古墓 328 古墳・墓

城館

古墳 ・中世

37 泉C 遺跡 256 散布地 古代 78 木谷城跡 30 中世

38 泉谷内口古墳群 341 古墳 古墳 79 加納新地古墳群 326 古墳 古墳

39 中尾喜城古墳群 342 古墳 古墳 80 加納蛭子山古墳群 150 古墳 古墳

古墳後～古代40 泉B 遺跡 189 散布地 古墳～古代 81 加納横穴墓 32 横穴墓

41
7　　　退

中尾隅崎古墳群
343 古墳 古墳

第1表　周辺遺跡対応表
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第2章　調査の概要

第1節　調査に至る経緯

平成19年に能越自動車道高岡北ICと氷見IC間が開通し、氷見ICのアクセス道路である鞍川バイ

パスの供用が開始されて以来、鞍川地区周辺の開発が加速している。特に今年、平成23年9月には金沢

医科大学氷見市民病院がオープンしたことにより、今後もよりいっそうの開発事業が増えるものと予測

される。

今回の調査原因となった市道鞍川霊峰線バイパス整備事業もその一環である。市道鞍川霊峰線バイパ

スは、国道415号バイパスを起点とし、市道氷見駅朝日線を経由して国道160号に連絡する路線であり、

沿線には、本市の文化・観光の拠点施設である、ふれあいスポーツセンター・ふれあいの森がある。ふ

れあいスポーツセンターは、平成17年からの10年間、春の全国中学生ハンドボール選手権大会の会場と

して利用されるなど各種事業が展開されており、一年を通し利用者が多い。このため、国道160号交差

点においてかなりの渋滞が発生している。こうした事情を受け、国道160号と市道氷見駅朝日線交差点

の渋滞解消に寄与するものとして、また氷見高校と有磯高校の再編統合により開校された新氷見高校の

アクセス道路として、市道鞍川霊峰線バイパスの整備が計画された。

平成21年11月30日には、氷見市教育委員会が建設予定地周辺の分布調査を実施し、新たに鞍川E遺跡

の存在が確認された。このため、鞍川バイパス建設に先立って本発掘調査が実施された鞍川D遺跡と合

わせ、2か所の試掘調査が必要となった。試掘調査は、平成23年度に実施することで計画を進めた。

鞍川E遺跡・鞍川D遺跡いずれも、試掘調査予定地の用地は未買収であったため、地権者の承諾を得

て調査を実施することになった。なお、鞍川E遺跡の一部区画では平成23年も耕作が予定されていたた

め、休耕する区画の試掘調査を先行することとし、7月に一次調査、秋以降の作物収穫後に二次調査を

実施する計画とした。

一次の試掘調査は、鞍川E遺跡の中央～南側を対象とし、平成23年7月21日・22日の2日間で実施し

た。

二次の試掘調査は、鞍川E遺跡の北側と北西側の鞍川D遺跡を対象とし、平成23年11月9日・10日の

2日間で実施した。試掘調査では、鞍川E遺跡の一次調査対象地で、遺構・遺物が確認された。そのた

め、7月の試掘調査終了後ただちに建設課と本調査の実施に向けた協議を開始した。

協議の結果、11月の二次調査の実施に先立ち本調査に着手することになった。そこで、一次調査で本

調査が必要となった1，153Idのうち840扇を調査対象とし、年内の現地調査完了を目指して準備を進めて

いった。本調査は、氷見市教育委員会が主体となり、株式会社エイ・テックに業務委託して実施するこ

とになった。

第2節　調査の経過

（1）調査の方法

本調査にあたっては、表土掘削後に世界測地系（測地成果2011）平面直角座標系第Ⅶ系を用いて5m

間隔にグリッド杭を設定し、東西をⅩ軸、南北をY卓由とした。Ⅹ軸方向に西からアラビア数字、Y軸方

向に南からアルファベットを割り振ってグリッド番号を設定した（第3図）。

表土はバックホウで、遺物包含層は人力で掘削した○引き続き遺構を検出し、遺構略測図を作成した。
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遺構は、半裁もしくはセクションベルトを残して掘削し、土層を記録した後、完掘した。遺構の測量は

空中写真測量で実施し、必要に応じてトータルステーションによる補備測量を実施した。

（2）調査の日程

平成23年10月31日より調査を開始した。バックホウによる表土掘削を開始し、11月1日に完了した。

11月2日に調査区周辺の整備として、草刈り・安全柵設置を実施した。また、翌日に実施するグリッ

ド杭を打設するための基準点測量を実施した。

11月4日にグリッド杭を設置した。

11月7日より発掘作業員による遺構検出を実施した。

12月1日に電子平板による略測図を作成した。

12月2日に遺構検出状況写真を撮影し、遺構掘削を開始した。以後、平面図・断面図等の図面作成お

よび遺物の取り上げを順次実施し、調査を進めた。

12月12日に自然流路SDOlの掘削が完了した。

12月16日に全ての遺構を掘削し、12月19日にラジコンヘリコプターによる空中写真撮影を行った。

12月20・21日にかけて残りの測量作業等を実施し、資材を撤収して22日に調査を終了した。

．トL

し一一一／抽＼－．・．
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第3図　鞍川E遺跡　調査区位置・グリッド配置図（S＝1／1，000）

－5－

：（：くく「／（、こ＼＼＼ここ＼二二二＼二二二≡
50m－



第3章　調査の成果

第1節　基本層序

地山の地形は南から北へ向けて低くなっ

ており、調査区南端から8mの位置から北

側で、遺物包含層を確認できる。遺物包含

層は地形に応じて堆積しており、厚さは最

大40cmを測る。表土と遺物包含層の間には、

造成土とみられる土を盛土している。

第I層；水田耕作土（にぷい黄褐色細粒

砂質シルト）、第Ⅱ層；造成土2層（灰黄

褐色細粒砂質シルト・灰黄褐色粘質土）、

第Ⅲ層；遺物包含層（黒色細粒砂質シル

ト）、第Ⅳ層；地山（黄色中粒砂質シル

調査区北側 調査区南側

耕作土　　I HuelOYR4／3　にぷい黄褐色細粒砂質シルト

造成土　　II－1　HuelOYR4／2　灰黄褐色細粒砂質シルト

HuelOYR4／2　にぷい黄橙色粘土ブロック混

造成土　　Il－2　HuelOYR4／2　灰黄褐色粘質土

遺物包含層　Ⅲ　　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シJt／下

地山　　　　Ⅳ　　Hue5YR7／6　黄色中粒砂貿シルト

第4回　基本層序模式図（S＝1／40）

ト）である。遺構検出面は第Ⅳ層上面であ

る。南側の第Ⅳ層はしまりが強く、昭和30年代の土地改良の際に丘陵端部の基盤層を削って平地にした

箇所と考えられる。第Ⅳ層には砂岩ブロックが混入しており、貝殻等の化石を含む。

第2節　遺構

今回の調査では、自然流路・溝（SD）、土坑（SK）、ピット（SP）、性格不明遺構（SX）を

検出した。調査区の南側は土地改良の影響を受けているため、自然流路SDOl以外の遺構はほぼ確認で

きず、他の遺構は調査区北側に集中している。遺構の覆土は、中世以降に堆積したと考えられる第Ⅲ層

（遺物包含層）を埋土とする。第Ⅲ層は弥生時代～中世の遺物を包含し、近代の遺物を含まないことか

ら、堆積時期は中世～近世の間と推定でき、これらの遺構の時期は中世～近世にかけてのものと推定で

きる。

遺構番号については、現地調査当時使用したものを本書でも使用しているため、番号が欠番となって

いるものがある。

自然流路・溝

SDOl（第8・9図）　調査区中央部、グリッドB3～J3の範囲に位置し、南北方向に流れる流路

である。検出長41．46m、最大検出幅3．32m、深さ11～47cmを測る。調査区の南側は東西方向に延びる

丘陵に南北方向の谷地形があり、この谷は自然流路SDOlの延長線上に位置することから、SDOlはこ

の谷からの流路と考えられる。埋土は黒色シルトを基調とする。流路の肩部や底面には砂岩ブロックが

数箇所露出している。遺物は、弥生土器、古代土師器、古代須恵器、中世土師器、瓦質土器、珠洲焼、

白磁、瀬戸美濃、瓦塔、不明土製品が出土している。

SDO2（第11図）　調査区北西側、グリッドG4～I4の範囲に位置し、南北方向に流れる溝である。

検出長11．34m、最大検出幅0．42m、深さ5－30cmを測り、南側をSK03に切られる。埋土は黒色シル

トの単層である。遺物は弥生土器と土師器が出土しているが、小片のため図示していない。
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SDO3（第11図）　調査区南東側、グリッドC5－D5の範囲に位置し、コの字状に屈曲する溝であ

る。検出した規模は、東西1．13m、南北4．95m、最大幅0．49m、深さ5－22cmを測り、東側は試掘トレ

ンチ4に切られ、南側はSK06に切られる。北側の溝は調査区東壁に断面を確認できない。埋土は黒色

シルトの単層である。遺物は出土していない。

SDO4（第11図）　調査区南東側、グリッドD5の範囲に位置し、南北方向に流れる溝である。検出

長3．31m、最大検出幅0．50m、深さ6－11cmを測り、SP66に切られる。埋土は黒色シルトの単層であ

る。遺物は出土していない。

土坑

SKOl（箪12図）調査区南東側、グリッドD4の範囲に位置する楕円形の土坑である。長軸0・84m、

短軸0．65m、深さ39cmを測る。埋土は単層で、黒色シルトを基調とし、地山ブロックが混入する。遺物

は弥生土器が出土している。

SKO2（第12図）調査区北東側、グリッドG4の範囲に位置する隅丸方形の土坑である。一辺

1．00m、深さ64cmを測る。埋土は黒色シルトを基調とし、地山ブロックが混入する。遺物は弥生土器

が出土しているが、小片のため図示していない。

SKO3（第12図）　調査区北東側、グリッドG4の範囲に位置する円形の土坑である。長軸1．38m、

短軸1．25m、深さ73cmを測り、北側でSD02を切る。埋土は黒色シルトを基調とし、地山ブロックが混

入する。遺物は弥生土器、13世紀前半の中世土師器皿、鉄釘が出土している。弥生土器は小片のため図

示していない。

SKO4（第12図）　調査区北東側、グリッドI3の範囲に位置する円形の土坑である。長軸0．65m、

短軸0．55m、深さ19cmを測る。埋土は黒色シルトの単層である。遺物は、弥生土器、13世紀中葉～13世

紀後半頃の珠洲焼が出土している。

SKO6（第12図）　調査区南東側、C5－D5の範囲に位置する不整形の土坑である。検出長2．24m、

検出最大幅1．11m、深さ47cmを測り、東側は調査区外へ延びる。埋土は黒色シルトを基調とする。遺物

は、弥生土器が出土している。

ピット

調査区内で総数73基のピットを検出した。調査区北東側および南東側でピットが集中しているが、建

物跡等を構成するものはない。以下、遺物が出土しているものを詳述する。

SP20（第13図）　グリッドH5の範囲に位置する。長軸51cm、短軸27cm、深さ42cmを測り、西側を

試掘トレンチ4に切られる。埋土は黒色シルトの単層である。遺物は弥生土器が出土している。

SP61（第13図）　グリッドI5の範囲に位置する。長軸30cm、短軸23cm、深さ17cmを測る。埋土は

黒色シルトの単層である。遺物は弥生土器が出土している。

SP62（第13図）　グリッドH5の範囲に位置する。直径25cm、深さ28cmを測る。埋土は黒色シルト

の単層である。遺物は弥生土器が出土しているが、小片のため図示していない。

SP63（第13図）　グリッドH5の範囲に位置する。直径25cm、深さ22cmを測る。埋土は黒色シルト

である。遺物は弥生土器が若干出土しているが、全て小片のため図示していない。
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性格不明遺構

SXOl（第13図）　調査区南東側、グリッドHlの範囲に位置する。検出長2．62m、検出最大幅2．57

m、検出面からの深さ62cmを測る。西側は調査区外へ延び、東端は試掘トレンチ1に切られる。土層は、

レンズ状堆積をしており、溝の可能性がある。埋土は黒色シルトを基調とする。遣物は弥生土器、古代

の土師器、不明土製品が出土している。

第3節　遺物

今回の調査では、弥生土器、古墳須恵器、古代須恵器、古代土師器、中世土師器、その他の陶磁器類、

土製品、金属製品、石器、石製品、動物遺体など、遺物整理箱約20個分の遺物が出土している。本書で

はそのうち98点を図示した。遺物の記載は種別ごとに行い、観察表にデータを記載した。

なお珠洲焼は吉岡康暢氏の器種分類および7期編年（吉岡1994）に準拠した。暦年代はI期：12世紀

後半、Ⅱ期：13世紀前半、Ⅲ期：13世紀中葉～1270年代、Ⅳ期：1280年代～1370年代、Ⅴ期：1380年代

～1440年代、Ⅵ期：1450年代～1470年代、Ⅶ期：1480年代～1500年代と比定されている。

（1）土器・陶磁器類（第14－19図）

弥生土器

1－7は壷である。1－5は有段口緑の壷である。1はロ緑部がわずかに外傾し、外面にミガキ、赤

彩、平行沈線文を施し、内面にパケメを施す。2は口緑部が外反し、内外面にミガキを施す。3はやや

外傾した口緑部は肥厚し、内外面にミガキを施す。4は口緑部は外傾し、器壁を薄く作る。5は口緑部

は外反し、外面を有段部にパケメ、胴部にケズリを施す。6は付加状口縁の壷で、内面の頚部に指頭庄

痕を施す。7は短頸壷で、内面がパケメ、外面の胴上部にヨコミガキ、胴下部にタテミガキを施す。

8－17は嚢である。8－12は有段口緑の嚢である。8は口緑部が外傾し、胴上部にパケメを施す。

9・10は口緑部が直立し、有段部が肥厚し稜をなす。11は口緑部が内傾し、胴部は倒卵型で、底部は尖

り気味に小さく作る。有段部には擬凹線文を施し、胴部は内面上半にヨコケズリ、内面下半にタテケズ

リを施し、外面上半にヨコパケ、外面下半にタテパケを施す。13は口緑部が外傾し、擬凹線文を施す。

14－16は付加状口緑の嚢である。17は「く」の字状口緑の嚢で内外面にパケメを施す。

18－22は壷・棄・鉢類の底部である。19・20は外面にミガキを施し、20は内面にパケメを施し、壷と

推定できる。20は外面に赤彩を施す。21は底部を穿孔している。22は壷嚢類の底部である。

23－44は高杯である。23は有段口緑の高杯の杯部としたが、器台の受部の可能性もある。口径は

43．2cmを測る。内外面に赤彩を施す。24－29は杯部である。24は口緑部は直線的に延びる。25・26

は有段口緑の高杯で口緑部が大きく外反し、内外面にミガキを施す。27・28はロ緑部がやや内湾する。

27は内外面に赤彩を施す。28は口緑端部で内傾し稜をなす。29は口緑部が直線的に延び口唇面を形成

する。内面と外面の口緑端部に赤彩を施す。30－34は脚部である。30は磨滅が著しく調整は不明であ

る。31は内面にパケメを施し、外面にミガキを施す。32は外面にミガキを施した後赤彩を施す。33は

有段部上面にヨコミガキを施し、それ以外はタテミガキを施す。34は裾端部が屈曲し水平に延び、裾

端部上面に断面三角形の突帯を2条めぐらし、外面はミガキで赤彩を施す。35・36は有段口緑の高杯

の杯部である。37・38は裾部である。37は5方向の透孔があり突帯にはキザミを施す。38は有段口緑

の高杯の有段部で、外面はミガキで赤彩を施す。4方向に透孔がある。39－44は脚部である。41は外
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面にミガキを施し、内面は輪積痕やしぼり痕が残る。

45・46は有段鉢である。内面および口緑部の外面はナデ、体部外面は、ミガキを施す。

47・48は蓋である。47は内外面に、48は外面にそれぞれ赤彩を施す。

須恵器

49－51は杯A身である。49は口緑部がわずかに外反する。52－54は杯B身である。52・54は低い高台

が付く。53は断面長方形の低い高台を貼り付ける。55は杯B蓋である。直径15．0cmを測る。

56は壷・瓶類の底部である。高台は踏ん張る。

57－61は嚢である。57は内外面に平行タタキを施す。58は焼成は良好で暗赤褐色を呈し、外面に縄目

タタキ、内面に同心円文の押庄具痕が残る。色調・調整技法は氷見市園カンデ窯跡出土の須恵器と類似

する。59は口緑部に波状文を施し、口径61．0cmを測る。60は外面に格子目タタキとカキメを施す。横瓶

の可能性がある。

時期は、57・58は古墳時代後期の可能性があり、他は8世紀後半～9世紀代である。

土師器・

62・63は椀の底部で、回転糸切りを施す。

64は双耳瓶である。内面にカキメ、外面にパケメを施し、耳部が胴肩部に付く。9世紀前半のもので

ある。

65・66は嚢である。66は内外面にカキメを施す。

67は鍋である。内面にカキメを施す。口緑端部は口唇面を形成し、断面は方形である。8世紀後半～

9世紀前半のものである。

製塩土器

68－70は製塩土器である。外面は輪積痕が明瞭に残り、内面はナデを施す。

中世以降の陶磁器類

71－82は珠洲焼である。

71－75は片口鉢である。71－74は口緑部である。73は口緑端部上面に、櫛措文を施す。74はオロシ目

が5mm幅で7条である。75は内面の底近くに「◎」記号が押印されている。

76－81は壷である。77はT種である。口緑端部をわずかに突出させ、断面三角形である。78は底部で、

外面に輪積痕が残る。79－81はR種である。接合しないが同一個体の可能性がある。80は肩部に波状文

を施す。

82は嚢である。口綾部は強く屈曲し、口唇面を形成し、短く水平に挽き出す。

時期は、74はⅢ期に属するが、他はI期～Ⅱ期に属する。

83－85は中世土師器皿である。83は非ロクロ成形で口緑部を二段ナデする。85は非ロクロ成形のもの

である。いずれも13世紀前半である。

86は中国製白磁椀である。口緑部に小さな玉緑を有する。11世紀末～12世紀のものである。

87・88は中国製青磁椀である。外面に鏑蓮弁文を施す。13世紀中頃～14世紀のものである。
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89は瓦質土器の鉢である。底部外面に炭化物が付着する。

90は大窯期の瀬戸美濃の椀である。長石粕が施され、底部は貼付高台である。16世紀後半～17世紀初

頭のものである。

（2）土製品（第18図）

91－93は不明土製品である。91は一方が直線的に外方へ開く筒状で、内面にヨコパケを、外面にタテ

パケを施す。同様の破片はSXOlから11点出土している。92・93は胎土は1－2mmの砂粒を多く含み、

焼成は軟質で同一のものと考えられる。92は断面方形の端部を有し、端部側の厚みは薄くなる。93の厚

みは一定せず、強く外反する。いずれも内面にヨコパケを、外面にタテパケを施す。同様の破片は他に

も3点出土している。

94は自然流路SDOlから出土した瓦塔の屋蓋部である。須恵質で焼成は良好、胎土は密で、灰色を呈

する。軸受け部はロクロナデ成形され、直径11．0cmを測る。丸瓦はすべて半裁竹管状工具により引き出

して表現する。現存する丸瓦表現は7条確認でき、瓦同士の継目は表現していない。個々の丸瓦表現は

残存最大長10．5cm、幅1．3cm、高さ0．4cmを測る。隅棟は断面長方形の粘土紐を貼りつけて表現し、垂木

とともに削り出す。裏面は長さ2．4cm、幅1．5cmで台形状に切り出して垂木を表現している。

（3）石製品（第19図）

95は太型蛤刃石斧である。石材は安山岩である。刃部を欠損する。

96は緑色凝灰岩の剥片である。

97は敲石である。両端部に敲打痕、外面に製粉に使ったとみられる摩耗箇所や、細かな敲打痕が確認

できる。石材は安山岩である。長さ10．8cm、幅9．2cm、最大厚6．6cmを測り、重さ1，124gを量る。

（4）金属製品（第19図）

98は鉄釘である。長さ4．7cm、幅0．8cmを測り、断面は長方形である。
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第4章　自然科学分析

自然流路SDOl埋土中および包含層中から動物遺体（骨・月）が出土している。出土した貝骨類は、

株式会社パレオ・ラボに同定を委託し中村賢太郎氏が同定を行った。また一部の資料を南部久男氏・布

村昇氏（富山市科学博物館）に鑑定していただき、それぞれの結果をここにまとめて報告する。

試料は自然流路SDOlから出土した貝（1点）・獣骨（1点）、および包含層から出土した貝（1

点）・獣骨（5点）である。同定は肉眼での癖寮により行った。

結果は、第2表に示した。試料1は腹足綱（GαS£γ叩Odα）の殻軸である。殻は厚く、内面には真珠

光沢がある。海産と見られる比較的大型の巻貝であるが、目以下の同定はできなかった。試料2はヤマ

トシジミである。試料3はイヌ（GastCanislt4）uSfamiliaris）の左下顎骨であった。下顎枝と下顎体

の前部を欠いている。犬歯は脱落している。第1－4前臼歯は歯根のみが歯槽内に残っている。第1、

2後臼歯は歯冠まで残っている。第1後臼歯の最大長は1．8cm、最大幅は0．73cmである。試料4は形状か

ら晴乳類の前肢骨または大腿骨と考えられ、大きさからウシまたはウマなどの大型の動物のものと考え

られる。試料5－7はクジラ類の骨である。試料5・6は組織が土中に溶け出して密度は租く、髭が入

った状態である。土中にあっても短期間では骨の成分は溶け出さず、数百年一致千年程度経ていると推

定できる註1。

註1　南部久男氏より教示。

試料名 出 土 位 置 分 類 群 部　　 位 備　　 考

試料 1 流路 S D Ol 腹足綱 （G αSわやpodα） 殻軸

試料 2 流路 S D Ol ヤマ トシジミ （Cbγ鋸C祝αカpoれわα） 殻
熱帯～寒帯、汽水域～海水ま

で広く生息

試料 3 流路 S D Ol イヌ L（仇 nis l朋puS fam iliaris） 左下顎骨

試料 4 流路 S D Ol 大型晴乳類 前肢骨または大腿骨か ウシまたはウマ ？

試料 5 流路 S D Ol クジラ目 （Ce£αCeα） 不明

試料 6 第　 Ⅲ　 層 クジラ目 （CefαCeα） 不明

試料 7 第　 Ⅲ　 層 クジラ目 （C 如αCeα）か ？ 不明

第2表　貝骨類同定結果
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図版1鞍川E遺跡出土の動物遺体

1．腹足綱　2．ヤマトシジミ　3．イヌ　4．大型哺乳類　5～7・クジラ目
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第5章　まとめ

今回の調査で得られた知見を整理しまとめにかえたい。

調査では、溝4条、土坑5基、ピット73基、不明遺構1基を確認した。ピットを多数検出したが、建

物跡や規則性のあるものは確認できなかった。

自然流路SDOlの埋土は黒褐色シルトを基調とし、この黒褐色シルトは第Ⅲ層（遺物包含層）に由来

する。自然流路SDOlから出土した遺物と第Ⅲ層中から出土した遺物がそれぞれ接合したことから、第

Ⅲ層の堆積に伴い埋没したと推定できる。第Ⅲ層および自然流路SDOlからは弥生土器・須恵器・土師

器・珠洲焼・中世土師器・白磁・青磁・瀬戸美濃などが出土し、時期が最も新しいものは15世紀後半～

16世紀初頭の瀬戸美濃であり、第Ⅲ層およびSDOlの堆積は中世～近世と考えられる。

土坑SK03は、黒色細粒砂質シルトに地山ブロックが混入しており、人為的に戻された可能性があり、

出土した遺物の時期と大きな時間差はないものと考える。出土した中世土師器皿の年代から、13世紀前

半頃と位置付けできる。土坑SK02は遺物が出土していないが、遺構の形態・埋土の状況がよく似てお

り、同時期の遺構に位置付けられる。

調査では、弥生土器がまとまって出土し、器種には壷、嚢、鉢、蓋、高杯等がある。本遺跡から出土

した土器の特徴として、有段口緑の壷嚢類の口緑部は直立ないしやや外傾し、有段部に擬凹線を施すも

のは少数であり、高杯は棒状脚が認められず杯部に24のような東海系の形式が認められることから、弥

生時代終末期の自江式、漆町編年（田嶋1986・2006）の4・5群に相当する。

当遺跡からは古代の瓦塔が出土している。瓦塔は7世紀後半～10世紀初頭頃に盛行する仏教建築の層

塔を模倣した高さ1～2mの土製の塔である。北陸では39遺跡から約260点が出土し、氷見市城では岩

上遺跡、惣領浦之前遺跡からそれぞれ屋蓋部が出土している。善端直氏は北陸地方の瓦塔を集成・分析

し、製作手法・形態差から編年試案を提示している（善端1994）。当遺跡出土の瓦塔の特徴として、①

丸瓦は半裁竹管状工具により引き出す、②垂木は一定間隔をおいて削り出し、垂先削り出し断面が台形

で奥行が短く、③隅棟と隅木は粘土板削り出して表現する、④風鐸穴は表現しない、が考えられる。こ

のような製作技法の組合せは、8世紀第4四半紀～9世紀第4四半紀に位置付けでき、自然流路SDOl

から出土している須恵器・土師器と矛盾しない。同様の製作方法の組み合わせを持つ類例として、氷見

市惣領浦之前遺跡、南砺市高瀬遺跡、富山市向野池遺跡の出土例等があげられる。惣領浦之前出土例は

垂木の奥行を長く削り出しており、当遺跡出土例より古相である。当遺跡出土のものは、軒先を若干欠

くが垂先が残っており、軒先の欠損範囲は1cm程度と推定できるので、一辺の復元長は約46cmとなる。

lJLl ∴∴∴∴十六‾、Jll Hl H日日1

l

l

l

ヽ　ヽl
ヽ　ヽI

ヽ　ヽl

＿二＼）1

、、∴・！

1鞍川E遺跡（復元）

2氷見市惣領浦之前遺跡

3両砺市高瀬遺跡

3　　4富山市向野池遺跡

第5図　瓦塔復元案および類例（S＝1／10）
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なお、どの階層のものかは不明である。

不明土製品として紹介した遺物は、円筒形土製品または置きカマドの破片の可能性がある。円筒形土

製品は、内面に粘土紐の接合痕を残すことが多い粗雑な調整の断面円形で中空の土製品であり、竪穴住

居のカマド構築材（袖芯材・天井部材・煙道など）や支脚としての使用（春日2003）や、製鉄関連遺跡

で送風管もしくは送風導入管としての使用（小杉町教育委員会1988他）が考えられている。県内では氷

見市中尾新保谷内遺跡・高岡市戸出古戸出遺跡・富山市塚越A遺跡・射水市椎土遺跡等で確認されてい

る。91は端部のみの出土であるが、内外面にパケメを施し、一方が外側へ開く円筒で、円筒形土製品の

可能性がある。92・93は内外面にパケメを施し、分厚く外反するような形態で、置きカマドの可能性が

ある。氷見市域では中谷内遺跡・中尾新保谷内遺跡・神代羽連遺跡・柳田遺跡・万尾遺跡で置きカマド

が確認されており、いずれも5世紀前半～6世紀代に属する。

中世の遺物では12世紀後半～13世紀前半の珠洲焼が多量に出土している。当遺跡周辺の同時期の遺跡

では、集落遺跡の鞍川D遺跡がある。鞍川D遺跡は井戸跡・流路・溝・土坑などが出土しているが、建

物跡などは確認されていない。集落の主体は鞍川D遺跡近辺にあったと考えられ（氷見市教育委員会

2006a）、当遺跡はこの集落の辺緑部に位置する。

第Ⅲ層から出土した敲石は、トチの実の殻を剥くための民具であるトチムキ石と形状が酷似する。渡

辺誠氏は、岐阜県白川村・荘川村のトチムキ石を敲打面の位置と、稜の有無で形態分類している（渡辺

2005・1980）。当遺跡のものは両面に稜がない敲打面を形成しており、渡辺氏の分類によるとBa類となる。

トチムキ石の出土例は、南砺市矢張下島遺跡の近世建物跡SB02の土間と推定される土坑から出土し

ている（南砺市教育委員会2005）。また、氷見市鞍川D遺跡では13世紀前半～13世紀後半に使用され

ていた井戸側の外側から、一方の端部に敲打痕が残る礫石器が出土しており（氷見市教育委員会2006a）、

完形ではないが凹みが少ない敲打面からトチ等の堅果類の殻剥きに使用された可能性がある。また鞍川

中B遺跡では、弥生時代中期の流路からオニグルミとトチの種子が、中世の井戸跡からトチの種子が出

土している（氷見市教育貞会2006b）。現在当遺跡周辺でトチを食す伝統は残っていないが、中世頃ま

では少なくともトチ等の堅果類を食していた可能性がある。

今回の調査では時期の明確な遺構が少なく、遺跡の性格を把捉することはできなかったが、弥生時代

終末期・古代～中世までの遺物が豊富に出土し、当遺跡周辺の人々の営みの変遷をうかがうことができ

た。

第6回　トチムキ石類例（S＝1／4）

1．鞍川E遺跡　2．氷見市鞍川D遺跡（幸艮告書より一部改変）　3．南砺市失張下島遺跡　4．岐阜県荘川村（民俗例）　5．岐阜県白川村（民俗例）
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No． 地区 遺構 層位 種別 器種
法量 （cm）

胎土 焼成 色調 残存率

口径 器高 底径

1 D 3 S D Ol 1 層 弥生土器 ・＝ヒ．互E 10 ．0 残存4 ．9 －
やや租 良

外面 10Y R 6／2　灰黄褐色

赤彩　 2．5Y R 3／6　 暗赤褐色

2．5Y R 5／6　 明赤褐色

J 音　 色

ロ縁部 1 ．5／12 ．0

ロ縁部　 3 ．5／12 ．0

口緑部　 3 ．0／12 ．0

ロ緑部　 3 ．0／12 ．0

口縁部　 2 ．7／12 ．0

口縁部　 5 ．4／12 ．0

2 J l － Ⅲ層 弥生土器 士互E 10 ．8 残存7 ．3 － やや租 不良

3 D 4 －
I 層　 ＿弥生土券 ・＝量＝．：弓互 12．0 残存5 ．0 － やや租 良

やや不良

やや不良

10Y R 8／3　 浅黄橙

7 ．5Y R6／4　 にぷい橙色

10Y R 7／4　 にぷい黄橙色

10Y R 4／2　 灰黄褐色

10Y R 8／4　 浅黄橙色

2 ．5Y 8／3　淡黄色

え

4 C 4 S K O6 1 層 弥生土器 ・＝ヒ璽 11．8 残存4 ．0 － やや租

′Tb5 C 5 －
Ⅲ層 弥生土器 ・ゴ巳．ヨ互 11 ．9 残存4 ．6 － 弓野

点ナ
6 C 4 S K O6 1 層 弥生土器 ・＝ヒ宝E － 残存4 ．4 － やや智 やや良

7 D 4 －
Ⅲ層 弥生土器 ・＝ヒ．ヨ互 － 残存28 ．2 －

密

′烹汁

良
口縁部　 2 ．3／12 ．0

口縁部　 3 ．6／12．0

口緑部　 6 0／12 0

8 D 3 － Ⅲ層 弥生土器 嚢 15 ．0 残存5 ．4 － やや智

′1七ナ

やや良

やや不良

やや不良

良

やや不良

9 撹乱 － －
弥生土器 嚢 15 ．0 残存5．3 － 三野

lヽ
5Y R 7／8　橙色

2 ．5Y R 6／8　 橙色

7 ．5Y R 8／4　 浅黄橙色

7 ．5Y R 8／6　浅黄橙色

7 ．5Y R 4／2　灰褐色

10Y R 7／4　 にぷい黄橙色

10Y R7／4　 にぷい黄橙色

10Y R4／2　灰黄褐色

日　昔

10 C 4 S K O6 1 層 弥生土器 襲 14 ．4 残存6．4 － やや租 ／．　ロ
ロ縁部 12 0／12 0

11 D 4 －
I 層 弥生土器 嚢 15 ．0 21．6 2 ．1 やや租

ノー烹I

／　口
ロ縁部 1 9／12 0

12 C 4 S K O6 1 層 弥生土器 襲 17 ．3 残存3．9 － やや省

lヽ

／－　ロ
ロ縁部 1 0／12 0

13 I 3 S K O4 1 層 弥生土器 襲 19 ．8 残存2 ．2 － やや租

′一女ト

やや良 川　口
ロ縁部 1 8／12 0

14 C 3 S D Ol 1 層 弥生土器 襲 15 ．0 残存3 ．3 － 智

ノーTb

良 ／　口

口縁部 1 5／12 015 C 4 S K O6 1 層 弥生土器 賓 17 ．6 残存4 ．0 － やや三野 やや良

不良

やや良

やや不良

／一　口
縁部　 5 4／12 0

16 D 4 － I 層 弥生土器 襲 16．8 残存4 ．5 － 租

ノーこb

ロ′　ロ

縁部　 2 6／12 017 I 5 S D Ol 1 層 弥生土器 襲 17．0 残存5 ．5 － 袷

ノーTb
10Y R 7／6　 難 、褐色

日音　 色

口′．ロ

底　 部 12 ．0／12 ．0ロ 、壷 － 子 省
18

19

D 4

E 3
S D Ol

日

1 層

／＼

弥生土器 士冨E －
残存3 ．1 4 ．6 やや租

点．

良 ．
内面 10Y R 5／1 褐灰色

外面　 7 ．5Y R 7／6　 橙色

日　　 色

底　 部　 3 ．7／12 ．0

底　 部 12 ．0／12 ．0

底　 部 12 ．0／12．0

底　 部　 7 ．5／12．0

20 D 4 －
Ⅱ層 弥生土器 士宝E －

残存2 ．1 2 ．6 袷

′景－ト
良 2 ．5Y R 5／6　 粥赤褐

10Y R 8／4　 浅黄橙色

10Y R 8／4　 浅黄橙色

21 D 4 － Ⅲ層 弥生土器 鉢か嚢 － 残存2 ．5 1 ．4 智 やや良

やや不良22 H 4 S P 20 1 層 弥生土器 壷か嚢 －
残存5 ．3 8 ．6 租

23 H 5 S P 20

f∃

1 層
弥生土器 器台 42 ．8 残存2．4 － 密 良

5Y R 7／8　橙色

赤彩 10R 5／8　 赤色
ロ縁部 1．d／12 ．0

口縁部　 4 ．2／12 ．0
1 口 ＿．JL．一lコ　　ヽ 20 2 子8 0 － 密 10Y R 8／2　 火

24

25

D 4

J l

S K O l 日

Ⅱ層

／＼

弥生土器

「司

高杯

l
l
l

22 ．6　 1　 残存7 ．1

l
！

－
密

ノーこb

良
10Y R 8／3　 浅黄橙色

赤彩　 2 ．5Y R 5／6　 明赤褐色

こ、昔

ロ縁部 1 ．5／12 ．0

口縁部　 4 ．1／12 ．0
弥生土器

弥生土器

高杯

高杯

省 Y　ノ、且
26

27

D 5

D 4 －

ロ
Ⅲ層 20 ．6 残存3 ．2 －

密 良 2．5Y R 5／6　 明赤褐色

10Y R 8／4　 浅黄橙色

日音　 色

ロ縁部　 2 ．2／12 ．0

口縁部 1 7／12 0
28 D 3 － I 層 弥生土器 高杯 21．6 残存5 ．0 － やや租

′h

やや良

良

／．　ロ
ロ縁部 1 7／12 0

29 D 4 －
I 層 弥生土器 高杯 20．2 残存3 ．6 － 1瞥

　ヽ′

10Y R 7／6　 好黄褐 茸　ロ

底　 部　 3 7／12 030 D 3 S D Ol 1 層 弥生土器 高杯 －
残存3 ．8 14 ．0 やや租 やや良

良

7．5Y R 4／3　褐色

10Y R 8／4　 浅黄橙色

氏　 ロ

底　 部 10 ．8／12 ．0ロ ＿j．．－lコ　　ヽ －
31

32

D 4

D 4
－

Ⅱ日

Ⅱ層

／＼

弥生土器

「司

高杯 －
残存2 ．1 13 ．2 密

′－まTト

良
10Y R 7／4　 にぷい黄橙色

赤彩　 2 ．5Y R 4／8　 赤褐色

す　中　音

底　 部　 4 ．0／12 ．0

底　 部　 0 ．1／12 ．0
ロ ＿．．．．l・．一lコ　　ヽ 1 0 － 1野 Y R 7　　 しぶいハ 盟

33

34

J l

D 4 －

日

Ⅱ層

／＼

弥生土器

「司

高杯 －
残存2 ．3 17 ．3 密

′Tb

良
7 ．5Y R 7／6　 橙色

赤彩 10R 4／6　 赤色
底　 部　 5 ．2／12．0

35 C 3 S D Ol 1 層 弥生土器 高杯 － 残存3．3 － 葦

′TLナ
やや良

やや不良

7 ．5Y R 6／6 橙色

日　昔36 D 3 S D Ol 1 層 弥生土器 高杯 －
残存2．8 － 1野 10Y R 7／6　 好黄褐色

10Y R 7／6　 明黄褐色ロ ．＿．．t＿一ロ　　ヽ － 子5 7 － 密
37

38

I 2

D 5
－ Ⅲ層

／＼

弥生土器

同

高杯 －
残存3 ．6 －

密 良
10Y R 8／4　浅黄橙色

赤彩 10R 5／6　赤色

昔

－

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

高杯

甘杯
－ 子 － ヽ ノ、盟

39 I 4
S D Ol

Ⅲ 目

1 層
－

残存5 ．0 － 密 良 5Y R 7／8　 橙色

40 E 3 F∃
層

同
高杯

高杯

－
残存6 3 －

密 良 7．5Y R 6／6　橙色

41

42

D 4

I 3
S D Ol

Ⅲ 日

1 層
－

残存6 ．8 － 密 やや良 7．5Y R 6／4　 にぷい橙色

10Y R 7／4　 にぷい黄橙色lコ ＿＿⊥－口　　ヽ － －
43

44

D 4

C 4
S K O6

I 日

1 層

／＼

弥生土器

同

高杯 －
残存5 ．5 －

密

′わ

良
7 ．5Y R 8／6　 浅黄橙色

赤彩 10R5／8　 赤色

す　中　音 ロ縁部　 2 ．8／12 ．0

ロ縁部　 9 ．6／12．0
45 D 4 －

Ⅲ層 弥生土器 鉢 16 ．3 残存5 ．9 － 与野 良 10Y R 7／4　 にぷい黄橙色

7 ．5Y R 8／4　 浅黄橙色
Ⅲ層 弓生土 ロ 17 9 7 3 1 ．8 密

46

47

D 4

H l
S X Ol

日

1 層

／＼

弥生土器 蓋 －
残存3．0 －

やや租

′Tb

良
10Y R 7／3　 にぷい黄橙色

赤彩　 2 ．5Y R 5／6　 明赤褐色

よ、昔

つまみ部 12 ．0／12．0

つまみ部　 7 0／12 0
48 I 4 －

Ⅲ層 弥生土器 蓋 － 残存2．6 － ろ野 良 10Y R 8／6　浅黄橙色

10B G 6／1 青灰色

ロ
ロ縁部 1．3／12 ．0

ゑ　古　 口 、A 13 0 ’子3 3 － 密
49

50

I 3

I 5 －
Ⅲ層

Z占Jl上、
須恵券 杯A 身 12 ．8 3 ．5 8 ．3 密

′一女ト

良

やや不良

N 7／ 灰色

N 8／ 灰白色

10B G 6／1 青灰色

口縁部　 5．5／12 ．0

底　 部　 6．7／12 ．0

底　 部　 2 ．7／12 ．0
51 I 3 S D Ol 1 層 須恵器 杯A 身 － 残存1．6 7 ．4

l

；欝

′Tb52

53

D 3

I 3 S D O l

I 層

1 層

須恵器

須恵器

杯B 身

杯B 身

残存1 ．3

残存1 ．4

● 智

8．7 密

√土ロ．

良 10B G 7／1 明青灰色

10B G 4／1 暗青灰色

底　 部 1 ．9／12 ．0

底　 部　 4 ．3／12 ．0
54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

7 1

72

C 3 S D O l 1 層 須恵器 杯 B 身 －
残存3 ．7 10 ．0 ：欝 良

D 3 S D Ol

S D Ol

1 層

I 層

I 層

1 層

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯 B 蓋

・＝ヒ互E

嚢

嚢

15 ．0 残存1 ．8

残存3 ．8 i 12 ．8

ll

密

密

密

密

良

良

良

良

10B G 7／1 明青灰色

10B G 4／1 暗青灰色

口縁部　 7 ．2／12 ．0

B 3

I 3

10B G 3 ．5／1 暗青灰色

5Y R 5／1 褐灰色

－

F 3

－

I 層 須恵器 嚢 59．0 残存3 ．1 密 良 N 4／ 灰色

10B G 7／1 明青灰色

N ／6　灰色

5Y R 7／6　橙色

ロ縁部　 0 ．2／12．0

I 4 －
須恵器 嚢

嚢

皿

t
l
l
l

残存1 ．1　　　　 3 ．2

密

密

密

良

良

良
G 3

H l

S D Ol

S X Ol

1 層

1 層

須恵器

土師器
底　 部　 9 ．4／12．0

H l S X Ol 1 層 土師器

口

皿 －
t残存1 ．2　 ；　　 4 ．7 やや租

密

やや良

やや良

10Y R 7／3　 にぷい黄橙色

5Y R 7／8　橙色

底　 部 12 ．0／12．0

E 3

D 3

S D Ol

S D Ol

1 層

1 層

土師器

弥生土器

双耳瓶

襲
18 ．8

残存6 ．1

残存5 ．9

密 やや良 7 ．5Y R 7／6　 橙色 底　 部　 2 ．0／12 ．0

D 3 S D Ol 1 層 土師器 襲 21 ．4 残存6 ．7 密 良 10Y R 7／4　 にぷい黄橙色 ロ縁部 1．3／12 ．0

E 3 S D Ol 1 層 土師器 鍋

鉢

44 ．2 残存5．2 － 密 良 5Y R 7／8　橙色 口縁部　 0．5／12 ．0

E 3

D 3

S D Ol 1 層

I 層

製塩土器

製塩土器

やや租

租

やや不良

やや良

5Y R 6／6　橙色

5Y R 5／8　 明赤褐色 －

D 3

D 3

S D Ol

S D Ol

1 層

1 層

製塩土器

珠洲焼 18 ．0 残存7 ．6

粗

密

やや良

良

7 ．5Y R 7／6　橙色

10B G 5／1 青灰色 ロ縁部　 3 ．2／12 ．0

F 3 S D Ol 1 層 珠洲焼 鉢 18 ．8 残存5 ．8 密 良 N 7／ 灰白色 口縁部 1 ．4／12 ．0

第3表　遺物観察表（1）
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鈍．地区 遺構 層位 種別 器種
法量 （cm ）

胎土 焼成 色調 残存率
口径 器高 底径

73 E 3 S D Ol 1 層 珠洲焼 鉢 21 ．6 残存4．3
－

密 良 10B G 5／1 青灰色 ロ縁部 1 ．5／12 ．0

74 I 3 S K O4 1 層 珠洲焼 鉢 － － － 密 良 10B G 4／1 暗青灰色
－

75 C 3 S D Ol 1 層 珠洲焼 士宣互 －
残存4．6 9 ．0 密 良 N 6／ 灰色 底　 部　 3 ．0／12 ．0

76 I 3 S D Ol 1 層 珠洲焼 鉢 － 残存5．1 7 ．6 ． 密 良 5B 6／1 青灰色 底　 部　 2 ．0／12 ．0

77 D 3 S D Ol 1 層 珠洲焼 嚢 22 ．0 残存9．5
－

密 良 10B G 6／1 青灰色 口縁部　 2 ．6／12 ．0

78 E 3 S D Ol 1 層 珠洲焼 士互E － 残存3．5 11 ．6 密 良 N 7／ 灰白色 底　 部 ・1 ．6／12 ．0

79 F 4 － － 珠洲焼 士ヨ互 7 ．2 残存3．1
－

密 やや良 N 5／ 灰色 口緑部　 3 ．7／12 ．0

80 E 3 S D Ol 1 層 珠洲焼 ・＝ヒ互E － 残存10 ．5 － 密 良 N 6／ 灰色 －

81 G 3 S D Ol 1 層 珠洲焼 ・＝ヒ竺E －
残存7．1 8 ．5 密 良 N 6／ 灰色 底　 部　 8 ．2／12 ．0

82 F 3 －
Ⅲ層 珠洲焼 襲 42 ．1 残存5．0 － 密 良 10B G 5／1 青灰色 口縁部 1 ．0／12 ．0

83 G 4 S K O3 2 層 土師器 皿 8 ．2 1 ．6 4 ．4 密 やや良 10Y R 8／3　 浅黄橙色 ロ縁部　 4 ．5／12 ．0

84 F 6 －
I 層 土師器 皿 8 ．4 1 ．0 － 密 やや良 7 ．5Y R 7／6　橙色 ロ縁部　 3 ．9／12 ．0

85 E 3 S D Ol 1 層 土師器 皿 11 ．6 2 ．5 7 ．2 密 やや不良 10Y R 7／3　 にぷい黄橙色 ロ縁部　 3 ．5／12 ．0

86 I 3 S D Ol 1 層 白磁 椀 17 ．0 残存2 ．2 － 密 良
7 ．5Y 8／1 灰 白色

粕調　 7 ．5Y 8／2　灰 白色
口縁部　 0．7／12 ．0

87 I 5 － －
青磁 椀 16 ．0 残存7．8 － 密 良

N 7／ 白灰色

粕調　 7 ．5 G Y 7／1 明緑灰色
口縁部　 0．3／12 ．0

88 D 5 －
I 層 青磁 椀 15 ．0 残存1．6 － 密 良

N 7／ 灰白色

粕調　 5 G Y 5／1 オリーブ灰色
口緑部 1．0／12 ．0

89 D 3 S D Ol 1 層 瓦質土器 鉢 － 残存2 ．8 7 ．9 密 やや良 N 5／ 灰色 底　 部　 3．0／12 ．0

90 I 3 S D Ol 1 層 瀬戸美濃 ・＝ヒ璽E －
残存3 ．4 8 ．4 密 良

5Y 7／1 灰白色

粕調 10Y 8／1 灰 白色
底　 部 1．5／12 ．0

91 H l S X Ol 1 層 土製品 不明土製品 9．0 残存9 ．2 － やや租 やや不良 5Y R 6／8　橙色 口縁部　 2．2／12 ．0

92 I 4 － Ⅱ層 土製品 不明土製品 － 残存13 ．0 －
租 不良 5Y R 6／8　橙色 －

93 F 3 － Ⅱ層 土製晶 不明土製品
－

残存長11 ．8
－

租 不良 5Y R 6／8　橙色 －

94 I 3 S D Ol 1 層 土製品 瓦塔
軸径　 11．0

残存幅 12 ．7

残存長19 ．2

高さ　 4 ．3 － 密 良 N 6／ 灰色 軸　 部 1．9／12 ．0

95 D 3 －
石製品

大型蛤刃

石斧
残存長　 8 ．3 最大幅　 6 ．4 最大厚　 4 ．5

重量

355 ．3 g
－

96 E 3 S D Ol 1 層 石製晶 剥片 最大長　 6 ．6 最大幅　 2 ．7 最大厚 1．8
重量29 ．9

g
－

97 E 4 － Ⅲ層 石製品 叩き石 最大長 10 ．8 最大幅　 9 ．2 最大厚　 6．6
重量

1124．0 g
－

98 G 4 S K O3 2 層 金属製品 鉄釘 残存長　 4 ．7 幅　 0 ．8 －

第4表　遺物観察表（2）
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第8図　遺構配置図（S＝1／100）
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L＝6．8m b

SDO2　　S POl

‾‾‾⊂亡メ二王「‾

SDO2（b細bT）

1　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト

2　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シル下　地山ブロック少量含む

L＝6．8m－旦

「　『、
SDO2（a－a一）

1　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト

O S＝1：40　　　　　　　　　2m

L＝7．0m＿＿＿＿旦　SDO4SP67　aT

「町
SDO4（a－aT）

l HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト

S P66　SDO4

‾‾二∵‾‾

L＝7．Om b

SDO4（b－bT）

1HuelOYR2／1黒色細粧砂質シルト

2　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト

L＝7．0m＿＿＿一旦

L＝7．Om b

SP52　　SDO3　　　aT

SDO3（a－a’）

1　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト　しまり弱い

SDO3（b－b’）

1　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト

O S＝1°40

第11図　遺構実測図（1）SDO2（平面図S＝1／80，断面図S＝1／40）

SDO3・SDO4（平面図・断面図S＝1／40）
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L＝7．0m

；－：‥lll‾‾

1HuelOYR2／1黒色細粒砂質シル下

地山ブロック中量含む

S KO6

「r

Jl

1HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト　しまり弱い

2　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト　しまりあり

3　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト　地山ブロック少量含む
4　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト（SDO2）

S P73　＼、　　　　、、

試掘トレンチ〕＼＼く

＼、l／／

／－＼＼、、＼＼†（SKO6

＼＼＼　　一つ

S KO2

炉へ
▲

1HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シルト

2　HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シルト　地山ブロック少量含む

3　HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シルト　地山ブロック中量含む

S K04

だ
し＝6．4m

「＝⊃「

1HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シルト

1く

S KO6

1　HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シルト

2　　HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シル下　地山ブロック少量含む

3　HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シル下　地山ブロック中量含む

4　HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シル下　地山ブロック中量含む

（SP73）

東壁

I HuelOYR4／3　にぷい黄褐色細粒砂質シ）t／ト（耕作土）

Ⅲc HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト（包含層）

O s＝1°40　　　　　　　　　　2m

第12図　遺構実測図（2）SKOl・SKO2・SKO3・SKO4・SKO6（平面図・断面図S＝1／40）
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L＝7．2m

t－．．－．一一　　一－　　　　　一一

Ⅳ＿－！　　Ⅳ

S XOl

l HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シルト

2　HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シル下　地山ブロック少量含む

3　HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シル下　地山ブロック中量含む

4　HuelOYR2／2　黒色細粒砂質シルト

1く

二：二
S P61S P62　S P63

S P61

1HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト

S P62

1HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト

S P63

1HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト

壁西

I HuelOYR4／3　にぷい黄褐色細粒砂質シルト（耕作土）
Ⅱ　HuelOYR4／2　灰黄褐色細粒砂質シルト

HuelOYR7／4　にぷい黄橙色粘土ブロック少量含む（造成土）

Ⅱ　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト（包含層）

Ⅳ　Hue5YR7／6　黄色中粒砂質シルト（地山）

O S＝1．80

S。20　　1で

讃志ンチ4

S P20

1HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト

Ⅲ　HuelOYR2／1黒色細粒砂質シルト（包含層）

Ⅳ　Hue5YR7／6　黄色中粒砂質シルト（地山）

O S＝140

第13図　遺構実測図（3）SXOl（平面図・断面図S＝1／80）

SP20・SP61・SP62・SP63（平面図・断面図S＝1／40）
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／、、、了しバ

第14図　遺物実測図（1）弥生土器（S＝1／3）
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第15図　遺物実測図（2）弥生土器（S＝1／3）
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第16図　遺物実測図（3）弥生土器・須恵器・土師器（S＝1／3）
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第17図　遺物実測図（4）珠洲焼・中世土師器・その他の陶磁器（S＝1／3）
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第18図　遺物実測図（5）土製晶（S＝1／3）
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第19図　遺物実測図（6）石製品・金属製品（S＝1／3，1／1）
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図版2　　遺跡周辺空中写真　　　　　白丸が鞍川E遺跡の位置

米軍撮影の空中写真（1947年撮影）





図版4　　1．調査区遠景（東から）　2．調査区全景（垂直）





図版6　　1．調査区北側土層断面（西から）　2．調査区南側土層断面（西から）　3．SDOl土層断面b（南から）

4．SDOl土層断面d（南から）　　5．SDOl遺物出土状況（1）（北東から）

6．SDOl遺物出土状況（2）（南東から）　7．SDO2土層断面b（南から）

8．SDO3・SDO4完掘状況（北から）



1．SDO3土居断面b（東から）　2．SDO4土層断面a・SP67土層断面（北から）

3．SKOl土層断面（南西から）　4．SKOl完掘状況（南から）　5．SKO2土層断面（南から）

6．SKO2完掘状況（南から）　7．SKO3土層断面（西から）　8．SKO3完掘状況（南から）



図版8　1．SKO4土層断面（南から）　2．SKO6完掘状況（東から）　3．SXOl土層断面・完掘状況（東から）

4．SP20土層断面（西から）　5．包含層遺物出土状況（1）（北西から）

6．包含層遺物出土状況（2）（東から）　7・8．作業風景
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図版9　　遺物写真（1）
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図版10　　遺物写真（2）



図版11　遺物写真（3）

鬱68　等。9　囁7。
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図版12　　遺物写真（4）



図版13　　遺物写真（5）
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